
　児童虐待やＤＶなど、家族や親子等をめぐる社会問題がますます深刻化するなか、社会的養護を
必要とする子どもの命を守り、健やかな成長を図るため、社会的養護施設のさらなる機能展開が
求められている。
　本研修会は、こうした状況を踏まえ、社会的養護施設や施設長に求められる役割等について研修し、
専門性の向上を図ることを目的として開催します。
　なお、本研修会は、「児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（設備運営基準）」の規定による
「こども家庭庁長官が指定した者が行う研修」として実施するものです。

　　社会福祉法人全国社会福祉協議会
　　　全国児童養護施設協議会　　全国乳児福祉協議会　　全国母子生活支援施設協議会
　　全国児童心理治療施設協議会　　全国児童自立支援施設協議会

　　　　　　　　　※会場参集で開催！

第１回

東日本会場

期　　日 令和 6年 11月 27日（水）・28日（木）

会　　場 全社協・灘尾ホール（東京都千代田区霞が関 3-3-2　新霞が関ビル）

申込締切 令和 6年 10月 25日（金）

第２回

西日本会場

期　　日 令和 6年 12月 10日（火）・11日（水）

会　　場 ホテルクラウンパレス神戸（兵庫県神戸市中央区東川崎町 1-3-5）

申込締切 令和 6年 11月 8日（金）

　児童養護施設、乳児院、母子生活支援施設、児童心理治療施設、児童自立支援施設の施設長および
これら施設の施設長への就任が予定されている者

			   20,000 円		 	 	 　　　　　　各会場  250 名

令和６年度
社会的養護を担う児童福祉施設長研修会

 ３．期日・会場

 ４．受講対象者

 １．趣　　　旨

 ２．主　　　催

 ６．定　　　員 ５．受　講　料
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 ８．プログラム

１日目
12:00 ～ 12:45 受　　付

12:45 ～ 13:00 開　　会

13:00 ～ 13:45
（45 分）

行政説明
こども家庭庁支援局家庭福祉課

13:45 ～ 14:45
（60 分）

講義①　「社会的養護における子どもの育ちを考える」
《ねらい》社会的養護を必要とする子どもの育ちをどのように保障していくのか、社会的養護

関係者として大切にしたい考え方を学ぶ。

　　　   （東日本会場）日本福祉大学　福祉経営学部　　　　教授　河尻　恵 氏
　 　  　（西日本会場）全国家庭養護推進ネットワーク　代表幹事　藤井　康弘 氏

15:00 ～ 17:00
（120 分）

シンポジウム　「地域における社会的養護施設のあり方と役割」
《ねらい》地域で暮らす子ども・子育て家庭支援における施設のあり方と役割を考える機会とする。

　【シンポジスト】
　・児童養護施設 一陽
　・大阪市産前・産後母子支援事業ボ・ドーム　ダイヤモンドルーム
　【コーディネーター】
　・子どもの虹情報研修センター　副センター長　増沢　高 氏

17:20 ～ 18:20
（60 分）

講義（就任前研修）　「社会的養護施設長に求められるもの」
《ねらい》社会的養護に携わる施設長に求められる知識や心構え、子どもとの関わり等について

理解する。

　　　　　　   （東日本会場）日本福祉大学　福祉経営学部　教授　河尻　恵 氏
　　　　　　   （西日本会場）関西大学　人間健康学部　　　教授　山縣　文治 氏

２日目

9:00 ～ 12:00
（180 分）

第１分科会　『「関わりの難しい保護者と子どもへの支援」（医療・児相・学校との連携）』
《ねらい》社会的養護で生活する子どもとその保護者への支援について、その背景を踏まえた

支援方法、医療・児童相談所・学校等との連携について、講義と事例発表、グループ
討議を通して、考える。

広島市こども療育センター　心療部長　 　　　　　
愛育園　園長　 　　　　　

全国児童心理治療施設協議会　会長　西田　篤 氏

第２分科会　「定着につながる人材確保について」
《ねらい》近年の若者の動向を捉えた採用に繋がる見学会・実習生からの採用強化・ＳＮＳを

活用した情報発信等、全国の施設の実践事例を踏まえた講義と情報交換を通して学び
を深めます。

NPO法人チャイボラ　代表理事　大山　遥 氏

第３分科会　「退所に向けた施設ができる支援について」
《ねらい》家庭復帰、子どもの自立、措置変更や里親委託等の退所に向け、社会的養護施設と

して一連の養育・支援のなかで、どのように子どもや親に関わり支援をしていくか、
講義やグループ討議等を通して、考える。

名古屋市立大学大学院　人間文化研究科・人文社会学部　准教授　谷口　由希子 氏



12:00 ～ 13:00 昼　　食

13:00 ～ 14:00
（60 分）

講義②　「子どもの権利擁護」
《ねらい》こども基本法や改正児童福祉法により意見聴取等措置が定められ、子どもたちが意見

を形成し表明するための支援が求められていることを受け、意見表明等支援の取り組
み等について学ぶ。

西南学院大学　人間科学部　社会福祉学科　准教授　栄留　里美 氏

14:00 ～ 15:00
（60 分）

講義③　「社会的養護施設における法的対応」
《ねらい》民法改正による 18 歳成人年齢の引き下げや司法対応、そのほか社会的養護施設の

施設長が押さえておくべき法的対応（職員の労働環境の保障等）について学ぶ。

（東日本会場）野田記念法律事務所　弁護士　佐野　みゆき 氏
（西日本会場）新横浜法律事務所　　弁護士　高橋　温 氏　　

閉　　会

（１）参加までの流れ
　①	 　下記「参加申し込み」に、記載の「専用サイト」にて参加申込みをお願いします。
　②	 　申し込み完了後に、登録されたメールアドレスに登録完了と参加費振込みのご案内を
	 　送信します。
　③	 　お申込み日より 1 週間以内に参加費等のお振込みを指定口座にお願いいたします。
　④	 　入金確認後、開催の 1 週間前を目途に、「参加券のご案内メール」を今回ご登録の
	 　メールアドレスにお送りいたします。申込サイトにログインいただき、ダウンロード、
	 　印刷し、当日受付に参加券等を切り離してご持参ください。。
　⑤	 　研修会当日、「参加券」を忘れずにお持ちください。
　⑥	 　研修会終了後、会場にて「修了証」をお渡しします。

（２）参加申し込み
　　本協議会へのご参加は、参加申込は専用サイトよりお申し込みください。

 ９．参加申込について

https://www.mwt-mice.com/events/jido241127

全国児童養護施設協議会ＨＰ　http://www.zenyokyo.gr.jp/

専用サイトは全国児童養護施設協議会ＨＰの「トップページ」からもアクセスいただけます。

参加登録のお申し込み締切
東日本会場　令和６年10 月25 日（金）まで

西日本会場　令和６年11 月 8 日（金）まで



　◆	 研修会の撮影および資料の複写・転載等は固く禁止します。
　◆	 会場にお越しの際は、公共交通機関をご利用ください。
　◆	 個人情報の取り扱いについて

●　参加のお申し込みにあたりご提供いただいた個人情報は、本研修会の運営・管理の目的に限って使用します。
●　本研修会の申込受付等に関する業務を委託する名鉄観光サービスには、上記の目的のため、情報を共有します。

　◆	 参加者名簿の作成について

●　参加者、関係者間の相互連絡を目的とした「参加者名簿」を作成いたします。参加者名簿には、参加申し込みの
　　際に登録された「都道府県名」「施設名」「役職名」「氏名」を掲載いたします。
●　なお、取り扱いにあたっては、上記「個人情報の取り扱いについて」に拠り、本研修会に関係のない者への譲渡、貸与、
　　目的外の利用を固く禁じるものとします。

 10．留意事項について

 11．お問合わせ先

申し込みに関すること

名鉄観光サービス株式会社MICE センター（担当：下枝、柴田、岩倉）
　〒 100-0013 東京都千代田区霞が関 3-3-2（新霞が関ビル内）
　TEL：03-3595-1121 / FAX：03-3595-1119

受付時間　平日 10：00 ～ 17：00（土日祝日休業）

研修会の内容等に関するお問い合わせ

全国社会福祉協議会　児童福祉部（担当：真辺、平野）
　〒 100-8980　東京都千代田区霞が関 3-3-2　新霞が関ビル
　TEL：03-3581-6503　FAX：03-3581-6509

受付時間　月～金　9:30 ～ 17:30（土日祝日休業）

　◆	 専用サイトで、参加申し込みが完了された方には、登録いただいたメールアドレスに
	 参加登録完了と参加費振込のご案内が配信されます。
	 注１：参加申し込み完了後、翌日営業日を過ぎても申し込み完了メールが届かない場合は、
	 　　　名鉄観光サービス㈱MICE センターまでご連絡ください。
	 　　　申込完了メールでは、参加費振込についてご案内しております。
	 注２：お使いのパソコン等でセキュリティのためメールの受信拒否設定をされている方は、「@mwt.co.jp」
	 　　　ドメインからのメールが受信できるようあらかじめ設定してください。

　◆	 各締切日までの変更・取消は参加者ご自身にて専用サイトで変更等の操作をしてください。
　◆	 締切日以降の変更・取消は、専用サイトのお問い合わせフォームからの送信、または名鉄観
	 光サービス㈱MICE センターまで FAX にてご連絡ください。
	 お電話での変更・取消は致しかねます。
　◆	 参加費入金後の参加取消は原則として返金対応を致しかねます。研修会資料の送付をもって
	 代えさせていただきます。
　◆	 手話通訳、要約筆記、点字資料、車いすを使用する等、必要な情報保障がございましたら、
	 申込サイトの「その他」欄によりお知らせください。その他、不明な点やご要望がありまし
	 たら、下記事務局まで事前にお問合せください。


